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納入事例
名古屋市公会堂 様　大ホール

名古屋市公会堂は、1930 年に開館した大正～昭和初期の近代建築を代表する建物の一つです。2017 年から改修
工事を行い、今年 4 月1日にリニューアル・オープンを迎えました。改修工事の一環として、1,552 席のキャパシティ
を備える“大ホール”にも先進的なサウンド・システムが導入されています。その大きな特長は、スピーカーの設
備がホール音響 ( 講演会やコンサートなどの音響 ) とシネマの両方に対応していることで、シネマについては 5.1ch
のサラウンドもサポートしています。

スピーカーは全て JBL PROFESSINAL で統一されています。ホールとして使用するときは、1階用として 3-Way ラ
インアレイ・スピーカー「VT4886」×4 本 ＋ サブウーファー「VT4883」×1本のセットを、舞台左右に1組ず
つ設置。2/3 階席は、舞台上方中央に設置された「VT4886」×9 本と、その両サイドに吊られた「VT4886」×
10 本 ＋ 「VT4883」× 2 本のセットでカバーします。さらに、正面から音が届きにくい後方の座席のために、1～
3 階の天井に 2-Way スピーカー「AC18/26」を計 30 本設置し明瞭度を向上させました。

シネマ上映時は、ホール音響でも使用する「VT4886」×4 本 ＋ 「VT4883」×1本のセットを L/R に配置。そこに、
センタースピーカーとして「VT4886」× 6 本 ＋ 「VT4883」× 2 本のセットと、サブウーファーの「ASB7128」
×2 本を追加し、メインのステレオ・ソースを鳴らしています。さらに、1階中央の約 500 席については、サラウン
ド用としてコラム・スピーカー「CBT 50LA-1」をサイド L/R とリアに 4 本ずつ、計 12 本設置しました。

舞台管理のご担当者様からは「素直な音をしているので、チューニングしていてストレスを感じません。また、
VT4883 と組み合わせれば低域がかなり効くので、シネマにも良いと思います。私はこれまで 7 つくらいのホール
を経験してきましたが、シネマでこんなに良い音が出たのは初めてでかなり感動的ですね。」と、お褒めの言葉をい
ただきました。

2019 年 4月運用開始

▼▼大ホールの舞台と客席。リニューアル後も開館当時の趣のある雰囲気
を保っている。

▼▲「名古屋市公会堂」外観。歴史的価値の高い外観はそのままに、
リニューアル・オープンを果たした。

▼◀舞台の左右に設置された「VT4886」× 4本＋「VT4883」
× 1本のセット。シネマ上映時は L/R のスピーカーとし
て使われる。
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●お問い合わせ先
ヒビノ株式会社　ヒビノプロオーディオセールス Div.
ヒビノインターサウンド株式会社

TEL : 03-5783-3110 
TEL : 03-5783-3882

名古屋市公会堂
〒 466-0064
愛知県名古屋市昭和区鶴舞一丁目 1番 3号
https://nagoyashi-kokaido.hall-info.jp/

主要な納入機材 
機材 ブランド名 製品名

3-Way フルレンジ・ラインアレイ・スピーカー

JBL▼PROFESSIONAL

VT4886
サブウーファー VT4883、ASB7128
2-Way フルレンジ・スピーカー AC18/26
コラムスピーカー CBT▼50LA-1
天井埋込用 2-Way フルレンジ・スピーカー Control▼24C▼Micro
パワーアンプ AMCRON(CROWN) IT4x3500HD、DCi▼2|300N、DCi▼4|300N
プログラマブル・デジタル・プロセッサー

BSS▼AUDIO
BLU-806

入出力エキスパンダー BLU-120、BLU-326
BLU▼link-Dante ブリッジ BLU-DA
サイドアドレス型マイクロホン

AKG
C414▼XLⅡ

スティック型マイクロホン C451▼B
バウンダリー・マイクロホン PCC160

▼◀アンプ室には AMCRON( 現
CROWN) のパワーアンプ
「IT4 x 3500HD」「DC i
2|300N」「DCi▼ 4|300N」
などが設置されている。

正面から音が届きにくい後方の
座席のために、四角いネットの
部分に「AC18/26」が埋め込
まれている。

▶

1階席の中央を取り囲むように設置された「CBT▼50LA-1」。
ホールの美観を保ちつつも、本格的なサラウンド音響が
得られる。

▶

▼▲シネマ上映時のスピーカー配置。舞台上にスピーカーを並べ、手前
にスクリーンを設置する。写真中央に見えるのは「VT4886」×6
＋▼「VT4883」× 2のセットで、その両脇にサブウーファーの
「ASB7128」やホール音響と兼用の「VT4886」×4▼＋▼「VT4883」
× 1のセットが置かれる。

▼◀舞台上方の両サイドには「VT4886」×10本＋「VT4883」
× 2本のセットが吊られており、舞台上方中央に設置
された「VT4886」× 9本と合わせて、2/3 階席にメイ
ンのステレオ・ソースを届けている。


